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ふれあいコール事業（独居高齢者に対する24時間安否確認事業）

英会話練習ロボットを活用したオンライン英会話教室事業

＜業務提携・融資＞

＜販路開拓・投資・融資＞

代表者：松永力
所在地：神戸市東灘区向洋町中6-9　神戸ファッションマート10E-05
ＴＥＬ：078-843-7230
ＵＲＬ：http://leis.co.jp/

代表者：イグチT・イサム
所在地：神戸市北区藤原台北町7-4-1
ＴＥＬ：078-583-5070

　2003年の創業以来、訪問医療マッサージ、小
規模デイサービス事業を展開し、このほど新たに
ふれあいコール事業をスタートした。日本におけ
る高齢者人口は今後ますます増加する。それにつ
れて独居高齢者の数も増え、いわゆる孤独死がさ
らに社会問題化する恐れがある。独居高齢者の見
守りサービスが増えつつあるが、完全に安否を確
認できるサービスがないことを踏まえ、ふれあい
コールの端末の開発を考えた。
　ふれあいコールは、1日1回の会話による安否
確認をコンセプトにしている。端末には携帯電話
が組み込まれており、決められた時間にコールセ
ンターに自動的に電話がかかるようになってい
る。端末はハンズフリーで話せるほか、毎日の電
話で体の具合や薬を飲んだかどうかなどの確認が

できる。端末には緊急連絡先のボタンがあり、家
族や医者の連絡先を設定すれば、そこにワンプッ
シュでかかる。ペンダント型の緊急通報ボタンを
胸にぶら下げておけば、部屋の中であればいつで
も、端末を通じてコールセンターに電話がかけら
れる。
　現在、ふれあいコール端末を使ってコールセン
ターサービスを行う加盟店を募集している。利用
者の利用料は昼間が5,000円／月で、夜間は介護
保険の枠内の
サービスとな
る の で1,000
円／月を想定
している。

　代表者は37年間米国に在住。現在、神戸市北
区で英会話スクールの学院長として、英会話を指
導する傍ら、新しい英会話教育法の研究に取り組
んでいる。
　グローバル化が進み、日本人の英会話能力がま
すます求められている。英語はグローバル化時代
の共通語であって、もはや外国語ではなくなろう
としている。ただ残念ながら日本人で英語が話せ
る人は人口の5%以下にすぎない。ヨーロッパで
はこの比率が30~70%に上がる。なぜ日本人は中
学、高校と6年間も英語を学びながら話せないの
だろうか。結論は、授業で一方的に教わるだけで、
会話を実際に練習する機会が少ないからだ。聞く
だけでは英語は習得できない。毎日少なくとも
10~20分は会話練習をしなければならない。その

解決策として誰でも手軽に英会話が練習できる環
境をオンラインでつくることにした。
　開発した英会話練習ロボットは、画面上に出て
くる相手とまるで本当に会話をしているかのよう
な感覚で話すことができる。時間的・金銭的な制
約の改善も期待できる。「日本の行き詰まった英
語教育に新たな息を吹き込む」と、代表者はこの
商品の社会性を強調する。最先端技術を使ったこ
のサービスは、月額2,000円の利用料で開始され
る予定。
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画面上の人物と会話しているかのような感覚で
練習できる


